
☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  2  1  10  3  
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2  

H27 2  2  

H26 2  

その他 計

H25 1  1  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業

   H28     

   H27     

2    2  H26     

    H25     

その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡

 2  15  3   24  

 

計 1  1  1  1  

精神障害

15  3  18  

 

知的障害

その他の障害

 

2  6  肢体不自由 1  1  1  1  

B1 B2 計

身
体
障
害

視覚障害

 

 

内部障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A

聴覚・言語障害

計

障害程度区分  1  3  3  9  2  18  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

35.7 歳 ２障害重複 6 人 

○ ○ ○ ○ ○ 女 39.0 歳 

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男

３障害重複

1   4  1  1  18  計  4  3  4   

2  1  6  女 1  2  

40～44歳 45～49歳

1  2  1  12  

50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 ５４６－０００３ ホームページアドレス http://www.tsumugigroup.net
所　在　地 大阪市東住吉区今川４-１０-３ Eメールアドレス pirika@cafe.email.ne.jp

TEL/FAX 6708-６５６６ 6777-1910 設 置 年 月 日 平成19年4月1日

男 3  1  4  

生産活動を通して働く意欲を高め、生きる喜び・働く喜びを感じ、社会に自立（自律）していく自信を深めることを目的に運営
を行います。利用者一人ひとりの意思を尊重し、自立（自律）に結びつく目標を定め、個人の能力に応じた支援を行います。

２０１７/4/1現在

施設・事業所名 ポンチセぴりか 施設・事業の内容 生活介護

法　人　名 (社福) つむぎ福祉会 利　用　定　員 18

法人内の事業所や地域の関連施設などと連携しながら、一人ひとりに必要な支援を行っています。多様な作業や活動の場を用意
し、すべての人が主体的に関わり、自信を持つ機会をつくります。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳

http://www.tsumugigroup.net/
mailto:pirika@cafe.email.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 17  1   18  

４.　日課

時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

　

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 3 階建

㎡

2 室 1 室

11.アクセス

線 駅 徒歩 7 分

線 駅 徒歩 12 分

線 駅 徒歩 分

谷町 田辺

谷町線田辺駅改札出て信号を渡り、ローソンの左の道を
まっすぐ東へ。
今川駅前郵便局の前の道を東へ、今川小学校の手前を左
折し、川沿いに北へ向かい4つ目の角を左折すぐ。

併設施設 なし

近鉄南大阪 今川

車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

運動場 なし 入浴設備 機械浴無し浴室有り

作業室 休養室

エレベーター あり 階段手摺 あり

最寄り駅からの略図

建物構造 鉄骨造3階建て

敷地面積 263

建物延べ面積 445

補足
（医療・送迎・入

浴について）

昼食は、調理員が自前で提供している。送迎は、年度初めに送迎のルートを決めて、対応している。入浴は必要に応じ
て対応。

地域との連携
地域の企業から作業受注。高齢者施設への定期的な訪問活動。相談支援事業所からの利用者の受け入れ。地域の
事業との職員の研修等の協力を実施。地域のまつりへの参加。防災活動への参加など。地域の小中学校からの体
験受入れ。

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 運営委員

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

就労支援の内容
作業所内での作業に取り組むことができるようになった後、生活介護から就労継続B型の事業に移行し、企業実習に参
加する機会や職場体験などに参加する機会をつくる。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃

その他活動
季節に応じた行事（花見、新年会忘年会、餅つき）、社会見学、運動会、盆踊り、コンサー
ト、健康診断、歌う会

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
年齢と障がいに応じた自立生活が営めるように、居宅事業所やGHなどと連携して、本人の能力が発揮できるような日
中活動を提供する。家族だけで解決がつかないことは、積極的に役所や相談支援事業所と連携して、通常の生活が継続
できるように支援する。

レクリェーショ
ン活動の内容

様々な要求に応じて社会参加の機会を提供する
クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

和太鼓　キッズソーラン　ダンス

作業方法 受注作業が中心 作業内容 持帰り寿司の箸のセット。部品の袋詰め。アルミカップ。
作品・製
品の販売

主に企業から加工賃
を得る

旅行 文化祭 忘年会
新年会

コンサー
ト

もちつき 作品展社会見学
法人おま

つり
健康診断 盆踊り 運動会

11月 12月 1月 2月 3月

余暇活動 休業

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月
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内容

作業 作業 作業 作業 作業

曜日 月 火 水 木 金 土 日
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☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 5  1  
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H28        
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H26     1  1  2  
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 8  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計 1   1     4  2  

6  
精神障害  
知的障害 4  2  

 
その他の障害  
内部障害

 
肢体不自由 1  1  2  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害程度区分  1  1  1  2  1  6  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ ○ ○ 女 34.3 歳 ３障害重複

  6  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 40.3 歳 ２障害重複 2 人 

計  1   2  1   1  1  

3  
女  2  1  3  
男  1  1  1  

生産活動を通して働く意欲を高め、生きる喜び・働く喜びを感じ、社会に自立（自律）していく自信を深めることを目的に運営
を行います。利用者一人ひとりの意思を尊重し、自立（自律）に結びつく目標を定め、個人の能力に応じた支援を行います。

法人内の事業所や地域の関連施設などと連携しながら、一人ひとりに必要な支援を行っています。多様な作業や活動の場を用意
し、すべての人が主体的に関わり、自信を持つ機会をつくります。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

郵 便 番 号 ５４６－０００３ ホームページアドレス http://www.tsumugigroup.net
所　在　地 大阪市東住吉区今川４－１７－２３ Eメールアドレス pirika@cafe.email.ne.jp
TEL/FAX 6708-6566 6777-1910 設 置 年 月 日 平成19年4月1日

2017/4/1現在

施設・事業所名 第2ぴりか作業所 施設・事業の内容 生活介護
法　人　名 (社福) つむぎ福祉会 利　用　定　員 6

http://www.tsumugigroup.net/
mailto:pirika@cafe.email.ne.jp


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 6    6  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 階建

㎡
1 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 12 分
線 駅 徒歩 分

谷町 田辺

谷町線田辺駅改札出て信号を渡り、ローソンの左の道を
まっすぐ東へ。
今川駅前郵便局の前の道を東へ、今川小学校の手前の信
号を渡って左折サカエリズム楽器を右折すぐ。

運動場 なし 入浴設備 浴室設備なし
併設施設 なし

近鉄南大阪 今川

建物延べ面積 130
作業室 休養室

エレベーター なし 階段手摺 なし
車椅子用トイレ なし 公衆電話 なし

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 運営委員

最寄り駅からの略図
建物構造 鉄骨2階建て
敷地面積 170

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

補足 昼食は、調理員が自前で提供している。送迎は、年度初めに送迎のルートを決めて、対応している。入浴は必要に応じ

地域との連携
地域の企業から作業受注。高齢者施設への定期的な訪問活動。相談支援事業所からの利用者の受け入れ。地域の
事業との職員の研修等の協力を実施。地域のまつりへの参加。防災活動への参加など。地域の小中学校からの体
験受入れ。

その他活動
季節に応じた行事（花見、新年会忘年会、餅つき）、社会見学、運動会、盆踊り、コンサー
ト、健康診断、歌う会

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
年齢と障がいに応じた自立生活が営めるように、居宅事業所やGHなどと連携して、本人の能力が発揮できるような日
中活動を提供する。家族だけで解決がつかないことは、積極的に役所や相談支援事業所と連携して、通常の生活が継続
できるように支援する。

就労支援の内容
作業所内での作業に取り組むことができるようになった後、生活介護から就労継続B型の事業に移行し、企業実習に参
加する機会や職場体験などに参加する機会をつくる。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥11,212

作業方法 受注作業が中心 作業内容
シートベルト組み立て、スイッチの組み立て、ダイレクト
メール封入作業、教材の袋詰め

作品・製
品の販売

主に企業から加工賃
を得る

レクリェーショ
ン活動の内容

様々な要求に応じて社会参加の機会を提供する
クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

和太鼓　キッズソーラン　ダンス

1月 2月 3月

社会見学
法人おま

つり
健康診断 盆踊り 運動会 旅行 文化祭 忘年会

新年会
コンサー

ト
もちつき 作品展

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業 作業 作業 作業 作業 余暇活動 休業

総
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☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 3  3  
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H26 1  1  2  
H27  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H25  

  
H28        
H27      

 1  
H26        
H25     1    

 7  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計 1       4  2  

6  
精神障害  
知的障害 4  2  

 
その他の障害  
内部障害

 
肢体不自由 1  1  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害程度区分  5  1  6  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ ○ ○ 女 45.5 歳 ３障害重複

 1  6  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 38.7 歳 ２障害重複 1 人 

計   2   2    1  

1  4  
女  1  1  2  
男  2  1  

生産活動を通して働く意欲を高め、生きる喜び・働く喜びを感じ、社会に自立（自律）していく自信を深めることを目的に運営
を行います。利用者一人ひとりの意思を尊重し、自立（自律）に結びつく目標を定め、個人の能力に応じた支援を行います。

法人内の事業所や地域の関連施設などと連携しながら、一人ひとりに必要な支援を行っています。多様な作業や活動の場を用意
し、すべての人が主体的に関わり、自信を持つ機会をつくります。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

所　在　地 大阪市東住吉区今川４－１８－１６ Eメールアドレス pirika@cafe.email.ne.jp
TEL/FAX 6708-6566 6777-1910 設 置 年 月 日 平成　　　年　　　月　　　日

法　人　名 (社福) つむぎ福祉会 利　用　定　員 6
郵 便 番 号 ５４６－０００３ ホームページアドレス http://www.tsumugigroup.net

2017/4/1現在

施設・事業所名 ぴりか工場 施設・事業の内容 生活介護

mailto:pirika@cafe.email.ne.jp
http://www.tsumugigroup.net/


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 6    6  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 階建

㎡
室 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 分
線 駅 徒歩 分

今川駅前郵便局の前の道を東へ、今川小学校を通り過
ぎ、スーパー玉出の配送センターを左折し100M ほど
行った左手の白い建物。

運動場 入浴設備
併設施設

近鉄南大阪 今川

建物延べ面積
作業室 休養室

エレベーター 階段手摺
車椅子用トイレ 公衆電話

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 運営委員

最寄り駅からの略図
建物構造
敷地面積

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

補足 昼食は、調理員が自前で提供している。送迎は、年度初めに送迎のルートを決めて、対応している。入浴は必要に応じ

地域との連携
地域の企業から作業受注。高齢者施設への定期的な訪問活動。相談支援事業所からの利用者の受け入れ。地域の
事業との職員の研修等の協力を実施。地域のまつりへの参加。防災活動への参加など。地域の小中学校からの体
験受入れ。

その他活動
季節に応じた行事（花見、新年会忘年会、餅つき）、社会見学、運動会、盆踊り、コンサー
ト、健康診断、歌う会

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
年齢と障がいに応じた自立生活が営めるように、居宅事業所やGHなどと連携して、本人の能力が発揮できるような日
中活動を提供する。家族だけで解決がつかないことは、積極的に役所や相談支援事業所と連携して、通常の生活が継続

就労支援の内容
作業所内での作業に取り組むことができるようになった後、生活介護から就労継続B型の事業に移行し、企業実習に参
加する機会や職場体験などに参加する機会をつくる。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥11,212

作業方法 受注作業が中心 作業内容
金属熱処理加工の前処理作業（ねじ、六角レンチ等）部品の
袋詰め、ドラム部品の組み立て等

作品・製
品の販売

主に企業から加工賃
を得る

レクリェーショ
ン活動の内容

様々な要求に応じて社会参加の機会を提供する
クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

和太鼓　キッズソーラン　ダンス

1月 2月 3月

社会見学
法人おま

つり
健康診断 盆踊り 運動会 旅行 文化祭 忘年会

新年会
コンサー

ト
もちつき 作品展

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業 作業 作業 作業 作業 余暇活動 休業

総
計

備　考

内
容

朝
礼

作
業

休憩
作
業

昼食
作
業

休憩
作
業

帰
宅

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市



☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  1  1  1  1  4  2  

平
　
野

大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

福
　
島

北
都
　
島

旭 港 西
中
　
央

浪
　
速

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

大
　
正

住
之
江

西
　
成

阿
倍
野

生
　
野

住
　
吉

東
住
吉

H2８  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部

H26 1  1  1  3  
H27  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H25 1  1  

 1  
H2８        
H27     1   

 1  
H26        
H25      1   

 19  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計  2   1  1   10  5  

15  
精神障害  
知的障害 10  5  

 
その他の障害  
内部障害

3  
肢体不自由 1  1  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害 2  1  

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害程度区分 1  1  3  5  4  1  15  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ ○ ○ 女 25.0 歳 ３障害重複

  15  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 36.6 歳 ２障害重複 4 人 

計 1  5  4  4   1    

3  
女 1  5  4  2  12  
男  2  1  

生産活動を通して働く意欲を高め、生きる喜び・働く喜びを感じ、社会に自立（自律）していく自信を深めることを目的に運営
を行います。利用者一人ひとりの意思を尊重し、自立（自律）に結びつく目標を定め、個人の能力に応じた支援を行います。

法人内の事業所や地域の関連施設などと連携しながら、一人ひとりに必要な支援を行っています。多様な作業や活動の場を用意
し、すべての人が主体的に関わり、自信を持つ機会をつくります。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

所　在　地 大阪市東住吉区今川４－１０－３ Eメールアドレス pirika@cafe.email.ne.jp
TEL/FAX 6708-6566 6777-1910 設 置 年 月 日 平成19年4月1日

法　人　名 (社福) つむぎ福祉会 利　用　定　員 12
郵 便 番 号 ５４６－０００３ ホームページアドレス http://www.tsumugigroup.net

2017/4/1現在

施設・事業所名 ポンチセぴりか 施設・事業の内容 就労継続支援B型

mailto:pirika@cafe.email.ne.jp
http://www.tsumugigroup.net/


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 11  1 2 1   15  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 3 階建

㎡
2 室 1 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 7 分
線 駅 徒歩 12 分
線 駅 徒歩 分

谷町 田辺

谷町線田辺駅改札出て信号を渡り、ローソンの左の道を
まっすぐ東へ。
今川駅前郵便局の前の道を東へ、今川小学校の手前を左
折し、川沿いに北へ向かい4つ目の角を左折すぐ。

運動場 なし 入浴設備 機械浴無し浴室有り

併設施設 なし

近鉄南大阪 今川

建物延べ面積 445
作業室 休養室

エレベーター あり 階段手摺 あり
車椅子用トイレ あり 公衆電話 なし

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 運営委員

最寄り駅からの略図
建物構造 鉄骨造3階建て
敷地面積 263

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

補足 昼食は、調理員が自前で提供している。送迎は、年度初めに送迎のルートを決めて、対応している。入浴は必要に応じ

地域との連携
地域の企業から作業受注。高齢者施設への定期的な訪問活動。相談支援事業所からの利用者の受け入れ。地域の
事業との職員の研修等の協力を実施。地域のまつりへの参加。防災活動への参加など。地域の小中学校からの体
験受入れ。

その他活動
季節に応じた行事（花見、新年会忘年会、餅つき）、社会見学、運動会、盆踊り、コンサー
ト、健康診断、歌う会

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
年齢と障がいに応じた自立生活が営めるように、居宅事業所やGHなどと連携して、本人の能力が発揮できるような日
中活動を提供する。家族だけで解決がつかないことは、積極的に役所や相談支援事業所と連携して、通常の生活が継続

就労支援の内容
作業所内での作業に取り組むことができるようになった後、生活介護から就労継続B型の事業に移行し、企業実習に参
加する機会や職場体験などに参加する機会をつくる。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥18,775

作業方法 受注作業が中心 作業内容 パン焼菓子製造販売、グループホームの食事作り
作品・製
品の販売

主に独自で販売する

レクリェーショ
ン活動の内容

様々な要求に応じて社会参加の機会を提供する
クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

和太鼓　キッズソーラン　ダンス

1月 2月 3月

社会見学
法人おま

つり
健康診断 盆踊り 運動会 旅行 文化祭 忘年会

新年会
コンサー

ト
もちつき 作品展

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業 作業 作業 作業 作業
作業または

清掃
休業

総
計

備　考

内
容

朝
礼

製造販売に分かれて作業（随時休憩）
清
掃

昼
食

帰宅

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市

羽
曳
野
市



☎ FAX

1.　運営方針

2.　施設の特徴

3.　利用者の状況 （2017/4/1現在）
① 性・年齢別 （人）

② 主たる対象者 ③ 平均年齢 ⑥重複障害の状況

④ 障害支援区分別 （人）

⑤ 各障害手帳等級別 （人）

⑦ 退所先と退所時の状況（直近4年間） （人）

⑧ 利用者の入所前の状況（直近4年間） （人）

⑨ 利用者の地域別人数（大阪市　各区別） （人）

人数 1  1  1  4  3  

平
　
野

大阪市南部

西
淀
川

淀
　
川

東
淀
川

此
　
花

福
　
島

北
都
　
島

旭 港 西
中
　
央

浪
　
速

城
　
東

東
　
成

鶴
　
見

天
王
寺

大
　
正

住
之
江

西
　
成

阿
倍
野

生
　
野

住
　
吉

東
住
吉

H28  

地
域
別

大阪市北部 大阪市中部

H26 1  1  
H27 1  1  

一般校 支援学校 在宅 他施設 企業 その他 計
H25 1  2  1  4  

  
H28        
H27      

  
H26     1    1  
H25       

1  15  

入所施設
ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ・ｻｰﾋﾞｽ付高齢者住宅 家族同居（一人暮らし）

入院 死亡 その他 計
企業就労 通所事業所 その他 企業就労 通所事業所 その他

計  2     1  4  7  

1  12  
精神障害 1  1  
知的障害 4  7  

 
その他の障害  
内部障害

1  
肢体不自由 1  1  

B2 計

身
体
障
害

視覚障害  
聴覚・言語障害 1  

主たる障害 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 A B1

計
障害程度区分  3  4  3  2  12  

非該当 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 区分認定無

○ ○ ○ ○ ○ 女 36.6 歳 ３障害重複

  12  

身体障害 知的障害 精神障害 発達障害 難病患者等 男 36.0 歳 ２障害重複 3 人 

計 1  1  3  1   1  3  2  

6  
女  1  1  1  1  1  1  6  
男 1  2  2  1  

生産活動を通して働く意欲を高め、生きる喜び・働く喜びを感じ、社会に自立（自律）していく自信を深めることを目的に運営
を行います。利用者一人ひとりの意思を尊重し、自立（自律）に結びつく目標を定め、個人の能力に応じた支援を行います。

法人内の事業所や地域の関連施設などと連携しながら、一人ひとりに必要な支援を行っています。多様な作業や活動の場を用意
し、すべての人が主体的に関わり、自信を持つ機会をつくります。

年齢 17～19歳 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60歳～ 計

所　在　地 大阪市東住吉区今川４－１７－２３ Eメールアドレス pirika@cafe.email.ne.jp
TEL/FAX 6708-6566 6777-1910 設 置 年 月 日 平成　　　年　　　月　　　日

法　人　名 (社福) つむぎ福祉会 利　用　定　員 12
郵 便 番 号 ５４６－０００３ ホームページアドレス http://www.tsumugigroup.net

2017/4/1現在

施設・事業所名 ぴりか工場 施設・事業の内容 就労継続支援B型

mailto:pirika@cafe.email.ne.jp
http://www.tsumugigroup.net/


⑩ 利用者の地域別人数（大阪市及び隣接市　その他市町村） （人）

人数 10  2   12  

４.　日課
時間 8 　 9 10 11 12 13 14 15 16 17

５.　週間スケジュール

６.　年間行事

７.　活動内容

８.　支援等の体制

／月

９.　地域との連携・交流の状況

10.　施設の設備状況

㎡ 階層 階建

㎡
室 室

11.アクセス
線 駅 徒歩 10 分
線 駅 徒歩 分
線 駅 徒歩 分

今川駅前郵便局の前の道を東へ、今川小学校を通り過
ぎ、スーパー玉出の配送センターを左折し100M ほど
行った左手の白い建物。

運動場 入浴設備
併設施設

近鉄南大阪 今川

建物延べ面積
作業室 休養室

エレベーター 階段手摺
車椅子用トイレ 公衆電話

ボランティアの状況 時々参加してもらっている 地域自立支援協議会 運営委員

最寄り駅からの略図
建物構造
敷地面積

医療体制 非常勤看護師を配置 医療的対応 近隣の協力医療機関で対応 入浴サービス その他（補足欄に記載）

補足 昼食は、調理員が自前で提供している。送迎は、年度初めに送迎のルートを決めて、対応している。入浴は必要に応じ

地域との連携
地域の企業から作業受注。高齢者施設への定期的な訪問活動。相談支援事業所からの利用者の受け入れ。地域の
事業との職員の研修等の協力を実施。地域のまつりへの参加。防災活動への参加など。地域の小中学校からの体
験受入れ。

その他活動
季節に応じた行事（花見、新年会忘年会、餅つき）、社会見学、運動会、盆踊り、コンサー
ト、健康診断、歌う会

家族
会

組織有り（任意で入会）

生活支援の内容
年齢と障がいに応じた自立生活が営めるように、居宅事業所やGHなどと連携して、本人の能力が発揮できるような日
中活動を提供する。家族だけで解決がつかないことは、積極的に役所や相談支援事業所と連携して、通常の生活が継続
できるように支援する。

就労支援の内容
作業所内での作業に取り組むことができるようになった後、生活介護から就労継続B型の事業に移行し、企業実習に参
加する機会や職場体験などに参加する機会をつくる。

給食の提供 昼のみ提供 作業工賃 月１回の支払い 送迎 送迎を実施している 前年度平均工賃 ¥18,775

作業方法 受注作業が中心 作業内容
金属熱処理加工の前処理作業（ねじ、六角レンチ等）部品の
袋詰め、ドラム部品の組み立て等

作品・製
品の販売

主に企業から加工賃
を得る

レクリェーショ
ン活動の内容

様々な要求に応じて社会参加の機会を提供する
クラブ活
動の有無

あり
クラブ活
動頻度と
内容

和太鼓　キッズソーラン　ダンス

1月 2月 3月

社会見学
法人おま

つり
健康診断 盆踊り 運動会 旅行 文化祭 忘年会

新年会
コンサー

ト
もちつき 作品展

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

曜日 月 火 水 木 金 土 日

活動
内容

作業 作業 作業 作業 作業 余暇活動 休業

総
計

備　考

内
容

朝
礼

作
業

休憩
作
業

昼食
作
業

休憩
作
業

帰
宅

地
域
別

大
阪
市

豊
中
市

吹
田
市

摂
津
市

守
口
市

門
真
市

大
東
市

東
大
阪
市

八
尾
市

藤
井
寺
市

松
原
市

堺
　
市


